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昨年を振り返って
　昨年の気象並びに作況（上川農業改良普及センター調査、品種ななつぼし）を振り返りますと、３月から気
温が高く推移したため、融雪が平年よりも早く進み、播種期も平年より１日早い４月19日頃となりました。し
かし４月５半旬から６半旬の低温･寡照により、出芽まで１週間以上を要した苗があり、生育が緩慢となった
例も散見されてはいましたが、移植時の苗質はやや良となりました。
　たいせつ地域の移植期は、平年より２日程早い５月22日頃からとなりました。移植時に苗の老化や徒長がみ
られたほ場では、一部で植え傷みが生じ、活着が遅れるほ場が散見されました。６月２半旬以降の日照時間は
少なく推移しましたが、気温は平年より高く、降水量も少なく推移した結果、６月15日の生育調査では茎数が
平年比103％となりました。なお、幼穂形成期は平年より２日早い６月25日となりました。７月は降水量が少
なく、日照時間、気温ともに平年より高く推移しました。しかし、６月下旬の低温・寡照が影響し、７月15日
での調査では茎数は平年比97％になりました。また、７月の高温･多照条件により遅効分げつが有効化し、穂
揃いが悪くなったほ場も散見されました。止葉期は７月12日、出穂期は７月24日と平年並で推移しました。
開花受精以降、登熟期間初期から後期にかけて高温で推移したため出穂期から成熟期までの登熟期間は平年よ
り１日短い47日間となり、成熟期は平年より２日早い９月９日となりました。なお収穫期は平年より１日早い
９月23日となりました。
　玄米品質は、籾数が過剰であったほ場や、登熟期間の土壌水分が不足したほ場では、乳白･腹白粒が散見さ
れました。病害虫発生概況として、本年は「イネドロオイムシ」「ア
カヒゲホソミドリカスミカメ」の発生は少なかったものの、「ヒメ
トビウンカ」は昨年度より早く発生し、すす症状も散見されました。
「いもち病」は適切な防除が実施されたため、発生が確認されません
でした。近年発生が目立つ疑似紋枯症については、要防除水準に達し
ているほ場も散見されました。疑似紋枯症の発生面積は増加傾向なの
で、今後も注意が必要です。
　最終的な作況指数としては上川管内で107の『良』となりました
が、今後も、基本に立ち返り『信頼される米産地』として『安全・安
心なお米の生産と安定供給』そして『環境にやさしい農業』に取り組
みましょう。

１ 高品質・良食味米の生産について
　低タンパク米生産は産地評価に繋がりますので、今後も高品質・良食味米の生産量拡大へ積極的に取り組み
ましょう。
　低タンパク米の生産には土壌内の可給態ケイ酸と培養窒素の含有量が大きく影響します。
　可給態ケイ酸については下表１を、培養窒素については後述の表２を参考に適正施肥量を判断しましょう。
　水田の早期乾燥化も高品質・良食味米の生産における要素の１つです。水田がしっかりと乾燥しないまま作
付けを行うと、『ワキ』が発生し稲の生育に対し悪影響がありますので、たいせつ地域では３月中旬頃からの
早期融雪を行い早期乾燥に努めましょう。また、溝切り、心土破砕等を
実施し表面水排除・透排水性の改善も行
いましょう。
　近年の異常気象に対応した稲作りを行
うには水管理が大変重要です。不稔防止
のためにも、冷害危険期に適正な深水管
理が可能な畦畔高の確保と漏水防止、ま
た水深測定板を活用し、適切な水管理を
行いましょう。
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表１ 土壌分析値による施用量

可給態ケイ酸
（/100g）

ケイカル施用量
（㎏ /10a）

10㎎未満 180 ～ 240
10 ～ 13㎎ 120 ～ 180
13 ～ 16㎎ 60 ～ 120
16㎎ 60

令和３年産水稲の作付けに向けて



２ 水稲苗床の土壌分析を実施しましょう。
　水稲苗床ではリン酸が蓄積しているハウスやpHが適正値（4.5～5.0）でないハウスが近年多く見受けられ
ます。高品質米生産に向けpHの早期調整をしましょう。pHの測定は営農センターにて随時受け付けておりま
すので、お気軽にお申し付けください。
※固まってしまったり、湿気を含んでいるものなどは乾燥させ、細かく砕いたものをお持ちください※

３ 適期移植を行いましょう。
　近年では４月から５月にかけて気温が高く、育苗日数が30日未満でも
移植するのに十分な葉齢に達している苗が散見されます。徒長・老化苗
の移植は早期異常出穂や茎数不足等の要因となります。苗の葉齢に合わ
せて水田の準備を実施し、適期を逃さないように心がけましょう。

４ 農薬散布・本田防除について
　『環境にやさしい農業』の取り組みを強化しながら、徹底した農薬飛散
防止に努めるとともに、使用農薬11成分回数以内に取り組みましょう。
　除草剤散布においては散布のタイミングが大変重要です。近年、５～６
月に気温が上昇するため雑草が急激に生育し、除草剤の効果が得られず残
草するほ場が見受けられます。ほ場の状態と天候・気温をこまめに確認
し、適期散布に努めましょう。
　本田防除については、育苗箱への播種同時施用薬剤の使用が多くなり、
いもち病の発生が少なくなっています。しかし、いもち病が発生すると周辺の水田にも被害が拡大します。箱
施用剤または水面施用剤を使用し、いもち病の発生を未然に防ぎましょう。
　農薬の散布後は清掃を徹底し、残留農薬事故・農作業事故が無いようにしましょう。

５ 施設調製米で産地指定確保
　消費者・実需者の安全・安心志向が一層高まる中で、均一・大ロットの
『安全・安心なお米の生産と安定供給』が産地としての責務です。その為
には施設調製を基本においた生産体制が重要であり、全生産者による取り
組みで対応していかなければなりません。産地指定先では、施設調製米が
第一の買入条件であることから、今後も『日本の食糧基地』として需要に
沿った米づくりに取り組みましょう。

図１：生育がまばらなハウスでの採土方法

表面は削りましょう
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表３ 移植時葉数の目安

品　種 成苗ポット 中苗マット
ゆめぴりか 3.6 ～ 4.3 葉

3.0 葉～ななつぼし 3.6 ～ 4.0 葉
きらら３９７ 3.6 ～ 4.4 葉

表２ 土壌ごとの窒素適正施用量

土壌窒素
肥沃度水準

低地土（乾田）
目標収量 570㎏ /10a

低地土（半湿田）
目標収量 570㎏ /10a

台地土
目標収量 540㎏ /10a

泥炭土
目標収量 570㎏ /10a

培養窒素量
(mg/100g)

基肥窒素量
(Ng/10a)

培養窒素量
(mg/100g)

基肥窒素量
(Ng/10a)

培養窒素量
(mg/100g)

基肥窒素量
(Ng/10a)

培養窒素量
(mg/100g)

基肥窒素量
(Ng/10a)

低い 6.0以下 10.0 7.0以下 9.5 5.0以下 9.0 5.5以下 8.0

中位 6.1～10.0 9.5 7.1～15.0 9.0 5.1～13.0 8.5 5.6～13.0 7.5

やや高い 10.1～12.0 9.0 15.1～18.0 8.5 13.1～15.0 8.0 13.1～15.5 7.0

高い 12.1以上 8.5 18.1以上 8.0 15.1以上 7.5 15.6以上 6.5

※ 本田の適正施肥量の目安として上記表を参考にして決めましょう。水田が乾き、耕起の際に土ぼこりが発生する場合は、更に窒素成分で 0.5
～ 1.0㎏ /10a の減肥を検討して下さい。



直播栽培
　昨年の直播栽培実施軒数は東鷹栖地区で６
軒、鷹栖地区８軒（内２軒は乾田直播栽培）が
実施しており、両地区合計面積は2564.1ａでし
た。
　昨年は５月中旬の播種後に最低気温５℃未満
を６日も記録する年となり、苗立ちや生育が危
ぶまれておりましたが、その後の追肥作業など
が功を奏し、地域内で収量にばらつきがありな
がらも、9.5俵／10a以上確保する生産者もい
らっしゃいました。（表４）今後も高収量を確保できるよう直播技術の研鑽と拡充に努めて参りま
すので、興味をお持ちの方は農産販売課（TEL　57－2357）までご連絡ください。

表４　9.5 俵／10a以上確保した生産者

地区 種類 播種日 収量
（俵 /10a） 追肥の有無

Ａ氏 東鷹栖 湛水 ５月 12日 10.7 有
Ｂ氏 東鷹栖 湛水 ５月 16日 10.0 有
Ｃ氏 鷹栖 湛水 ５月 12日   9.8 有

※ 省力化技術につきましてはメリットだけでなくリスクが伴いますので、実施を検討される方は必
ず農協にご相談ください。

～省力化技術情報～

６ 稲わらは適正に処理しましょう。
　『稲わらの野焼き』に伴う煙は、環境汚染や道路交通障害、健康被害の
要因となるばかりか、産地の評価を低下させる大きな原因となります。特
にたいせつ地域はほかの地域の方の目に留まる機会も大変多いです。野焼
きは絶対に行わず堆肥等に活用しましょう。

７ ＧＡＰを『する』ことを意識しましょう。
　まずＧＡＰとは、『整理』・『整頓』・『清掃』・『清潔』を『習慣』とする『５Ｓ』の実践や、作業工程
をチェックし作業ミスを減らすことなどを日常的に継続して行い、『食品安全』・『環境保全』・『労働安
全』・『人権保護』・『農場経営管理』の５つに取り組むことです。ＧＡＰをすることで作業手順の標準化や
効率化が図れ、安全性が確保されます。そして、その結果が『農作物の安全・安心』へと繋がります。また、
異物混入や不適切な農薬使用など食品安全に関するリスクや、ドリフト被害や廃棄物による汚染など環境保全
に関するリスクなどを管理し様々なリスクから『農業者を守る』ための取り組みでもあるため、日頃からＧＡ
Ｐを『する』ことを意識して作業を行いましょう。
　そのためにも、農協やホクレンが配布する栽培履歴やあんしんネットGAPチェックシートなどは必ず目を
通してから、栽培・生産工程を記録しましょう。

８ 降雪によるハウスの倒壊に注意しましょう。
　本年は昨年や一昨年と違い、一夜に多くの雪が降る状況が続いてしまっています。例年、雪が多く降る２～
３月にかけてはこれまで以上に十分に警戒しましょう。
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１ 共通

冬季被覆ハウスパイプの管理
○ これまでの風雨や降雪により、施設各部の損傷・ゆるみ・たるみなどがないか点
検し補修する。

○ ハウス周辺に堆積した雪は、屋根の雪の自然落下を妨げて施設の側壁に側圧を加
えることとなるので速やかに除雪する。雪の重みにより被覆ビニールがたわんで
雪が自然落下しにくくなる状況や、吹きだまりや日当たりの良い南側の屋根雪だ
けが落雪する等により、ハウスパイプにゆがみが生じる恐れがあるので、早めに
雪庇落とし等を使って雪下ろしを実施する。

○ 大雪警報等が発令された際は、直ちに補強支柱等の補強材を応急的に取り付ける。
また、屋根被覆材の表面に雪の自然落下を妨げるような突出物等や、ビニール・
押さえひも等のゆるみがないかを再点検する。

○ 加温設備がある場合は、降雪開始と同時に可能な範囲で設定温度を高める。加えて、
内張りを開放するなど外張りの天張面を温めて落雪を促す。ただし、ハウス内に
栽培または育苗中の作物がある場合は、作物の適温範囲内での開閉管理とする。

２ ほうれんそう

（１）温度管理
播種時は４℃以上の地温を確保

（２）生育管理
ほうれんそうは、冷涼な気候を好み、耐寒性が強いため、冬期間は比較
的作りやすい作物であるが、播種時の地温は４℃以上を確保する（図）。

（３）発生の多い主な病害虫
ホウレンソウケナガコナダニ防除
・ 非常に小さく（0.4 ｍｍ程度）、肉眼では発生確認が困難。
・ 低温を好むため、春秋に被害が多くなる。
・ 多湿を好むため、土壌が乾燥すると水分を求めてほうれんそうに移動
する。

・ 新芽、新葉に集中して寄生し、新芽の黒変、子葉の湾曲症状等がみら
れる。被害に気づきやすい症状として、葉の小突起や縮葉症状がある(右
写真 )。本葉２～４葉期に加害されると、その後の展開葉の奇形につな
がる。

・ 未熟たい肥、もみがら等易分解性有機物の施用は発生密度を高める要
因となるので、未分解の有機質は使用しない。

【対策】
① 薬剤防除する場合は、地表面全体に薬剤がかかるよう十分量を散布す
る。

② ダニのエサとなる未分解の有機物の使用を避け、収穫後の残さや被害
葉はほ場外に持ち出し処分する。

防除例
播種前 子葉展開時 ２葉期 ４葉期 ６葉期

通常ほ場 カスケード乳剤 アファーム乳剤
多発ほ場 フォース粒剤 コテツフロアブル カスケード乳剤 アファーム乳剤 カスケード乳剤

青果編

図　生育・発芽適正温度

写真　 ホウレンソウケナガコナダニ
による被害の症状

たいせつ
なここがポイント

ＪＡたいせつ営農部　農産販売課
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３ 軟白長ねぎ
定植までの管理
（１）温度管理
・定植までに地温15℃以上を確保する。
・施肥は定植の７～10日前までに施用し、土となじませておく。

（２）生育管理
①新畑では土壌ｐＨの確認
　 　ねぎは停滞水に弱く、土壌が締まった状態では根が順調に生育しないため、土壌の透排水性
を高め、適切な土壌水分時に耕起するように努める。
　新畑では、土壌ｐＨを確認しｐＨ6.0 ～ 6.5 を目標に石灰資材を投入する。
施肥例１　新しいほ場

施用量
(kg/10a)

成分量 (kg/10a) 備　考  窒素 リン酸 カリ

基肥 マイフィッシュ
ＮＳ604

71   5.0   3.6
75 12.0   7.5 10.5

追肥 ｅ－トミー046   80※   8.0   3.2   4.8 追肥は２回に分けて行う
合計 25.0 14.3 15.3
※追肥は定植後30日目と60日目頃

施肥例２　リン酸・カリ過剰ほ場
施用量
(kg/10a)

成分量 (kg/10a) 備　考窒素 リン酸 カリ

基肥 マイフィッシュ
ＮＳ248

71   5.0   3.6
60 12.0   2.4   4.8

追肥 ｅ－トミー233   67※   8.0   2.0   2.0 追肥は２回に分けて行う
合計 25.0   8.0   6.8
※追肥は定植後30日目と60日目頃
②定植
　・購入苗の場合は、病害虫や傷みの有無を確認してから定植する。
　・植付けは倒伏や曲がり防止のため、垂直に５～６cmの深さになるよう行う。

定植後の管理
（１）温度管理
・生育適温は、15～20℃の範囲にする。
・ ２月上旬～３月上旬定植では、定植直後から活着まではやや高めの温度管理とし、その後は昼
温20℃以下、夜温10～20℃として徒長を防ぐ。

・ 苗が、幼鞘径５～７mm程度まで育った後に、一定の低温にさらされると抽台するので長期間
10℃以下の低温に遭遇させない。

（２） 生育管理
①日照の確保
　 　２月上旬～３月上旬定植では、日照時間が短いので、日の出から午前中の光を十分に当てる
ように、トンネル被覆を毎日開閉する。

②かん水管理
　 　定植直後は十分かん水し、活着までは水分と湿度を多めに管理し、活着後はかん水を控え換
気を十分に行ない、根の伸長を図る。かん水は、冷水でなく、地温程度の水温で行う。

③追肥
　 　追肥は、生育状況を見ながら、定植後30日目と60日目頃に行う。（施肥例１または施肥
例２参照）

④軟白作業（被覆作業）
　 　軟白後は、生育が抑制されるので、それまでに十分生育させておくことが重要。
　 　被覆開始の目安
　 　収穫目標月日の30～40日前　葉鞘径：13～15mm　草丈：80～90cm
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年
旧
鷹
栖
農
協
の
監
事
に
就
任
し
、
平
成
６

年
か
ら
は
代
表
監
事
と
し
て
財
務
基
盤
の
充
実
強
化
と

経
営
健
全
化
に
力
を
注
が
れ
、
平
成
15
年
た
い
せ
つ
農

協
の
代
表
理
事
専
務
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
平
成
19
年
に
は
、
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
し
、
水
稲
種
子
の
温
湯
消
毒
に

よ
り
農
薬
の
使
用
回
数
を
削
減
し
た
栽
培
基
準
を
確
立
し
、
水
稲
作
付
農
家
全
戸
加
入

に
よ
る
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ　

稲
穂
の
里
協
議
会
」
を
設
立
し
、
今
や
道
産
米
の
エ
ー
ス

と
な
っ
た
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
作
付
け
が
始
ま
り
、
上
川
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
全

量
出
荷
を
す
す
め
、
面
積
配
分
獲
得
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
水
田
防
除
作
業
の
受
託
事
業
を
積
極
的
に
行
い
、
生
産
履
歴
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
等
を
遵
守
し
た
体
制
作
り
を
も
と
に
産
地
の
信
頼
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
協
の
合
理
化
計
画
の
も
と
、
生
活
事
業
の
撤
退
に
英
断
を
持
っ
て
取
組
み
、

経
営
収
支
の
大
幅
な
改
善
、
財
務
の
健
全
化
、
自
己
資
本
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
平

成
21
年
に
は
、
地
域
の
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
を
提
供
す
る
た
め
、「
た
い
せ
つ
農
産

物
直
売
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
お
い
て
は
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
と
連
動
し
た
対
応
の
も
と
、
中
・
高
生
、
そ
し
て
消
費
者
と
子

供
た
ち
と
の
田
植
え
、
稲
刈
り
、
農
家
体
験
実
習
を
通
じ
、
農
業
・
農
村
の
理
解
を
深

め
る
活
動
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

常
に
農
家
、
組
合
員
の
先
頭
に
立
っ
て
農
業
振
興
に
心
血
を
注
ぎ
、
農
協
事
業
の
基

幹
施
設
等
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
生
産
体
制
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
11
月
、突
然
病
に
倒
れ
ら
れ
、懸
命
に
治
療
に
専
念
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

心
半
ば
で
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
残
念
な
が
ら
役
員
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
を
勇
退
さ
れ
た
後
も
、
お
身
体
に
麻
痺
が
残
っ
て
お
り
な
が
ら
、
農
家
の
良
き

相
談
相
手
と
な
り
、
農
家
経
営
安
定
の
た
め
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
皆
様
の
生
前
の
ご
厚
誼
に
深
謝
す
る
と
共
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
御
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
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